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教育講演会「ヤングケアラーを考える」を聞くための視点として（その2）

背景なき子どもたち……「競争の場と排除」

教育講演会のヤングケアラーに関する学習に向けて、現在の学校を考える続編である。

前回では、「子どもたちが教室に座った瞬間、それ

ぞれの子どもが個々に抱える様々な事情は切り捨てら

れ、ただ純粋に教育を受ける者としての『子ども像』

になりきることを求められること」や、子どもたちが

このように扱われる背景には、「競争原理を基礎理念

としてきた日本の学校が、どんな結果であれ、個人の

責任に帰すため」の、「『公平なスタート地点』という

虚構を」必要としてきたということなどをまとめた。

今回はもう少し詳しく、『公平なスタート地点』に

立たされる子どもたちの様子を二つの課題を元に分析

してみたい。

一つは外国にルーツがある子どもたちへの対応から

見えてくることである。言語にハンディを背負う子ど

もたちが教室の中にいて、何の配慮もなしに参加を求

められることは、基本的には不可能であるし、ものす

ごい負荷が本人にかかっていくことは自明のことであ

る。当然何らかの対策がとられることになるのだが（そ

うは書きつつも、ほとんど何の対策や配慮を受けるこ

となく、教室に無視されたような状態で「放置」されている子どもたちがいることも事実で

はあるのだが・・・）、問題は対策や支援が結びついていく先である。

日本語の生活言語の獲得が必要な子どもを取り出して、日本語教育をおこなう。これは良

いように思う。生活レベルの言語を獲得できていないつらさを、本人が不自由に思っている

だろうし、学習の目的や成果もはっきりしている。しかし、算数や数学、漢字という教科学

習についても同様に考えて良いのだろうか。疑問がわいてくる。

外国にルーツがある子どもたちにも、算数や数学、漢字や理科の学習が必要ないとは言わ

ない。しかし、遅れているから・・・、授業についてこられないから・・・子どもを授業か

ら取り出して遅れている「学力」をつければ良いのだと、ただ単純に考えてはいないだろう

か。そして、この思い込みの裏側には、「公平なスタート地点」の幻想がへばりついている

のではないだろうか。「遅れている競争者を、なるたけ早く、公平なスタート地点に近い場

所へ連れて行ってあげること」を教師の役割と思い込んでいるのではないだろうか。だから、

外国にルーツを持つ子どもたちへの視点も、「日本社会でやれる」優秀さを求めることにな

る。しかし、あたりまえに不利な状況にある子どもたちを、競争原理が働く「教室」へ、組
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み込むことが「支援」ではないはずだ。子どもたちが必要としている知識と学力は、あくま

でも自立とアイデンティティの獲得に結びつくものでなくてはならないのだと思う。
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もう一つは不登校を考えるときである。外国にルーツがある子どもたちが目の前に支援が

必要な存在として意識せざるを得ない状況で存在しているのに対して、不登校の子どもたち

はまさしく姿と気配を消し、担任の意識に上ることがないように振る舞っているともいえる。

一人一人の要因はいろいろあったとしても、「競争から降りた」という表明は共通である。

日々の授業を進める中で、授業者が不登校の子どもを意識することはあまりないだろう。な

ぜなら、教室は「競争に参加するもの」のために開かれ、授業は「競争」の具体的場面その

ものだからだ。だから、競争者のいない家庭での学習は授業とは認められないし、学校での

学習内容を子どもが決めることはできない。

当然、不登校の子どもたちへも「競争への参加」が促され、学校へおいで、試験や行事だ

けは参加しないか・・・などの誘いがある。

こうした流れに近年では違う流れが出てきた。「学校に来なくても良い」というのだ。フ

リースクールや、ひょっとしたら家庭で計画的に学習していたら、それも学校に来たことに

しようというのだ。ずいぶんと変わったものだ。不登校に引け目を感じていた子どもたちや

保護者には良い知らせなのかもしれない。しかし、変だなという疑問もわき起こる。

競争から降りた子どもたちが、学校に来ないで勉強していたらそれも単位と認めようとい

うのだが、あくまでも学校の外のことである。こうした考えでは学校は全く変わることはな

いし、そのあり方になんら影響を受けることはない。学校と学校以外という二本の線を引き

直したとしても、そこにどんな意味があるのだろう。あくまでも「競争をおりた者」として、

改めて認定し直しただけのことではないか。本当に大切なことは、学校の中がいくつかの可

能性を含みこみ、様々な子どもが「私は私」という存在の揺るぎなさを示す笑顔とともに「教

室」があることを目指すべきであるということだ。学校と学校以外という棲み分けは、実は

排除の論理につながる可能性さえあることに注意しなければならないように思うのだ。

ヤングケアラーの課題に触れるとき、私たちは二つのことを念頭に置かなければならない。

一つは、一人一人への支援の意味はそれぞれきっと違うはずであり、少なくとも、無意識

に子どもを「競争の場へ引き戻すため」にならないようにすること。

そしてもう一つは、教育か福祉か、といった二項対立の考え方をしないこと。二項対立の

考え方には、常に排除の論理の危険性がつきまとうことを忘れてはいけないからだ。

２月２４日の教育講演会には是非多くの方にご参加いただき、ともに考えたいと思う。

３月のEd.ベンチャーの学習会 これまでの学習会の詳細HPで！

◆外国人の子ども理解の学習会

2月29日（土）13:30～15:30 シリウス607 事例研究会
〇実際の事例をもとに、教師・学校の対応を具体的検討します。

3月27日（金）15:30～17:30 シリウス612 「ビザ／在留資格を知る」
講師：清水睦美氏（日本女子大学 教授）

〇国境を越える移動を理解する際の基礎基本です。外国人の日本への移動経緯や今後の滞在
のゆくえを知ることができます。

◆インクルシーブな社会を目指す学習会
〇３年間の「特別支援教育のための学習会」を経て、ブラッシュアップした学習会を目指して、
2020年より名称が変更されます。

３月27日（金）17:30～19:30 シリウス 卒論報告「小学校現場で障がい児が被る差別・偏見」
発表者：横山青空さん（日本女子大学教育学科４年）

〇小学校でのフィールドワークをもとに、特別支援学級の子どもが交流級との関わりの中で、どの
ような処遇をうけるのか。そこにはマジョリティ側のどのような理解があるのかを明らかにしています。

【理事のつぶやき】「嘘をつかない。」「人を傷つけない。」「自分が間違ってたら素直に謝る。」みんな

教わってきたし、子どもたちにも伝えていること。しかし、今それができない大人たちの姿がニュース

に取り上げられている。そんな人たちが動かしているこの国は、どうなってしまうのか。もう一つ心配

なのは、そんな大人は子どもたちの目にどう映っているのか。おかしなことがまかり通せてしまう、そ

んな大人にはなってほしくない。（IT)）


